
第３回検討会（令和８年７月31日実施）資料

札幌市都心部の喫煙対策について

～たばこを吸う人も吸わない人も快適な環境を目指して～

【資料３】



１ 第１・２回検討会のまとめ、及び第３回検討会での検討事項

１ 第１・２回検討会のまとめ

⑴ 町内会や関係団体等の意見を踏まえた喫煙制限区域拡大の修正案について
⑵ 公衆喫煙所の整備について

・設置候補地
・民間事業者との連携方法のイメージ

⑶ 新ルール案のまとめについて

２ 第３回検討会での検討事項
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第２回検討会第１回検討会

● 大通公園と創成川公園全域、すすきの地区を加え
た事務局の区域拡大案に賛成

● ポイ捨てや路上喫煙に対する効果を踏まえて、喫
煙制限区域の拡大は有効であり必要

● 区域拡大だけでは喫煙者が区域外に移動する懸念
があり、喫煙所の整備も併せて検討するべき

①喫煙制限
区域拡大と
喫煙所整備

● 加熱式たばこは、紙巻きたばこと比べて有害性は
少ないものの、完全に安全なものではない

● 加熱式たばこのカートリッジのポイ捨ても見られ
るため、加熱式たばこの規制への追加は概ね賛成

● 路上喫煙自体が見栄えが良くなく、周囲への配慮
や不快感の観点でも、加熱式たばこは（過料）規
制に追加が良いのではないか

②喫煙規制
対象(過料)
の追加

● 多言語化しつつも、ピクトグラムなどを活用して
観光都市にふさわしいデザインが必要

● 規制や取り締まりではなく、マナーを守ってもら
える社会が理想

● 周知啓発により、ルールを守ってもらえることが
理想

● 喫煙所がある場所の周知もあったほうがよい

③周知啓発・
取り締まり

● 喫煙対策に公費を投入することについては慎重な
議論が必要

● 宿泊税の活用を検討してはどうか
● すすきの観光協会の意見・要望について聞きたい

④その他

◎他都市の路上喫煙対策実施状況◎都心部の路上喫煙及び散乱物状況調査
◎ポイ捨て等防止条例に関する市民意識調査

※事務局から
提供したデ
ータ



２ 関係町内会や近隣関係団体からの意見

近隣関係団体からの意見関係町内会からの意見

● 喫煙制限区域拡大については賛成
● （町内会の意見を受けて）すすきの地区は豊水通と
市電通をそれぞれ東西の境界とすることで問題ない
（すすきの観光協会）

● 狸小路は、日中はごみがはほとんどないが、夜に捨
ててられているのか朝になるとたくさんごみがある

● 喫煙制限区域拡大については賛成

● 以下の地区は住宅街が中心であるため、区域とする必
要はないのではないか（西創成、鉄西、豊水連町）
・北７条西６、７丁目
・すすきの地区（南５条以南）で市電通以西の区域
・豊水通の東側

● 新幹線の開業など街の状況が変化した際には札幌駅北
側への区域拡大について再検討してほしい

①喫煙制限
区域

● 区域拡大と合わせて喫煙所の整備も必要
● 民間への協力の要請などの議論も必要
● 大型店舗の空きスペース等の活用の働きかけをして
はどうか

● オフィスビルへの協力の呼びかけは可能だが、セキ
ュリティの関係で公共向けにするのは難しい面があ
る

● 区域拡大と合わせて喫煙所の整備も必要
● 喫煙所は、非喫煙者が気にならない構造が必要

②喫煙所整備

● 新ルールスタート時のイベントやキャンペーンなど
何かあれば相談してほしい

● 啓発資材は、効果や見栄えも含めて検討した方がい
いと思う

● すすきの地区は取り締まりではなく、周知啓発など
を通じてルールを守ってもらえればと考えている
（すすきの観光協会）

● 飲食店やホテル等にも周知協力を行ってはどうか

● すすきの地区は、夜間巡回での過料規制などを行うと
観光地や歓楽街としての雰囲気を損ねてしまう。バラ
ンスの取れた指導のやり方を検討してほしい

● 喫煙者もある程度気を使っていると思うので、取り締
まりよりもマナー周知・啓発に重点を置いてほしい

③周知啓発・
取り締まり

◎ 第２回検討会後の意見聴取内容

ポイ捨て等防止条例の規定に基づき、喫煙制限区域の拡大等について、関係地域住民や関係団体等の意見聴取した。
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①（苦情や調査結果による）路上喫煙者やポイ捨て
が多く見られるエリア

● 北海道庁周辺
● 大通公園西側 など

②観光客や家族連れが多く見られるエリア
● すすきの地区
● 狸小路商店街 など

③公園利用者へのわかりやすさ
● 大通公園、創成川公園全域

④中島公園のMICE建設による、すすきの地区の人流
の変化を想定

● すすきの地区は中島公園の手前までを区域

⑤わかりやすさを重視しつつ、住宅街が中心のエリ
アは除外（下記参照）

⑥区域境界は車道の両隣の歩道を含める

Ａ：北７条西６～７丁目
Ｂ：南５～９条西７丁目（市電通より西エリア）
Ｃ：南７～９条西１丁目（豊水通より東エリア）
（理由）
上記エリアの大部分が住宅街であるため

ビジネスマンや観光客の滞在・通過は少ない
と思われる

過料徴収がなじまないだけでなく、住民間で
不要な対立を生む懸念もある

３ 喫煙制限区域拡大案（修正案）

Ｂ

Ａ

Ｃ

◎町内会等からの意見をもとに下記エリアを第２回検
討会案から除外

１ 区域設定の考え方
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さっぽろテレビ塔エリア
● 観光客が多いさっぽろテレビ塔の周辺に設置
● 拡大区域である創成川公園エリアへの対応
● 大通界隈のビジネスマンの利用も想定

①大通公園西３丁目
②大通公園西５丁目（※公園部局による実証実験）

４ 現状の公衆喫煙所と設置候補地

１ 現状の公衆喫煙所

２ 新たな公衆喫煙所の候補地（現時点）

大通公園西６～７丁目エリア

● 大通公園全域（西側）へ区域拡大するため、拡
大部分の路上喫煙対策として設置

● 拡大区域である北大植物園周辺エリアへの対応
● 周辺のビジネスマンの利用も想定

※大通公園西８～９丁目はこどもの遊具があり喫
煙所設置はエリア特性にそぐわない

★民間設置★
③南６条西４丁目
（THE SMOKE BASE：すすきの市場、すすきの０番地）

◎路上喫煙・ポイ捨ての対策として、民間事業者や地
域との連携・協力を要請

＜配置イメージ＞
・苦情等の多いエリアに概ね近接
・区域内の東西南北への配置を念頭
＜喫煙所イメージ＞

・室内密閉型、空気清浄機の設置などにより煙やにお
いに配慮
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候補地 候補地



＜札幌市の都心部における路上喫煙・ポイ捨て対策＞
⑴ 路上喫煙対策：

● ネガティブな印象を持たれがちな喫煙所を、多くの人に
受け入れられる付加機能を有するものにするアイデア

⑵ ポイ捨て対策：

● 民間事業者や地域団体等が主導する地域環境美化推進の
あり方の構築

⑶ 共通の対策：

● 民間事業者が持つ集客・収益構造のノウ
ハウを活かした先進的な喫煙所やごみ箱
の維持管理手法

● 喫煙所やごみ箱に対する既存のイメージ
を払拭する都会的なデザイン

５ 民間事業者との連携方法のイメージ

１ 公衆喫煙所（市有地）の設置と維持管理

３ 民間事業者からのアイデア・協力の募集

⑴ 設置
たばこ会社（メーカー）による寄付を想定

⑵ 運営（維持管理）
民間事業者により設置運営されている「THE SMOKE BASE」の運
営手法を市有地で適用できる範囲で導入し、維持管理費用を捻出

２ 民間事業者の既設喫煙所の活用

⑴ 協力店制度（仮）：

● 小売店やテナントビル、ホテルなど既に喫煙所を設置し
ている事業者を喫煙場所（協力店）として周知する制度

● まちづくり、環境美化への貢献による企業イメージ向上
● 喫煙所利用による集客効果、売上への貢献

⑵ 店舗利用者向け喫煙所の情報提供：

● 喫煙可能な飲食店や、店舗利用者向けの喫煙所について
参考情報として発信する制度＜（参考）THE SMOKE BASE＞

⑴ 設置場所：中央区南６条西４丁目（すすきの０番地）
⑵ 設置日：令和７年10月３日
⑶ 運営者：株式会社トリプルワン（市内広告代理店）
⑷ 運営手法：以下を維持管理費用に充当し運営

● 喫煙所内に設置したサイネージでの広告放映費
● 自動販売機等による販売収入

⑸ 利用者数：
● 平均利用者数：700人/日、20,000人/月
● 平均滞在時間：４〜５分

⑹ 設備など：無水ローラー式灰皿を採用(2台配置)

◎市有地での喫煙所整備に加え、喫煙利用可能な民間施設を
情報発信し一定数の喫煙場所確保

SAPPORO CO-CREATION GATE：
札幌市の地域・行政課題に対して、民間事業者から課題の解
決につながる官民連携の提案を募集するもの
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募集中！



周知啓発

６ 今後の札幌市都心部の環境美化のあり方
（巡回指導・周知啓発・喫煙所について）

⑴ 巡回指導
・マナー啓発に重点
・指導実績に基づく計画の立案

⑵ 周知の対象の選択と集中
・例）ビジネスマンや観光客などの喫煙者

⑴ 喫煙制限区域の拡大
・苦情や路上喫煙の多いエリアへの対応

⑵ 加熱式たばこの規制追加
・加熱式たばこ普及に伴う苦情増への対応

⑶ 公衆喫煙所の整備

・ルールやマナーを守るための場所として
整備

宿泊税
活用

規制や周知啓発の見直し、喫煙所を含む環境整
備によって、市民・観光客の喫煙マナー向上を
通じた「観光都市さっぽろにふさわしい環境美
化」の実現
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目指すべき姿

民間事業者
との連携

規制・環境整備


